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【目的】
　これまで我々は，遊泳 VR を視聴することで，交
感神経活動が亢進し，副交感神経活動が抑制される
ことを明らかにした．これらの知見を遠泳実習の状
況と照らし合わせることで，VR 視聴がリスクスク
リーニング手段として有効かどうかを検討すること
が可能であると考えた．本研究は，遊泳 VR 視聴時
の心臓自律神経反応と実際に遠泳時にドロップアウ
トしてしまった泳者との関係性について検討するこ
とを目的とした．
【方法】
　研究参加者は，K 大学大学生で，遠泳実習に参加
した31名（男性：16名，女性：15名）とした．本研
究は，川崎医療福祉大学倫理委員会の承認を得て実
施した（23-046）．遊泳 VR は，海を泳いでいる時
の映像とし，視聴時の自律神経系活動の評価には，
心拍変動解析（MemCalc 法）による心臓自律神経
系活動を用いた．遠泳は3時間を目標として行った．
泳速度は，400m 平泳ぎ記録をもとに隊列を作成し，

記録の遅い研究参加者に合わせるようにした．分析
は，3時間泳を完泳した泳者（Finishers, n = 22）
と途中でドロップアウトした泳者（DNFs: Did Not 
Finishers, n = 9）に分け，比較を行った．
【結果】
　Baseline と VR 視 聴 時 の 各 パ ラ メ ー タ（HR，
lnLF/lnHF，lnHF）の変化量を Finishers と DNFs
で比較した結果，DNFs ではΔlnLF/lnHF が有意に
低値を示した（p < 0.05）．
【考察】
　遊泳 VR 視聴において，lnLF/lnHF が上昇する
という反応が統計学的に示されているものの，それ
とは異なる反応を示した参加者で遠泳時のドロップ
アウトが生じやすい可能性が考えられた．
【まとめ】
　 本 研 究 で は， 遠 泳 時 の DNFs 泳 者 に お け る 
ΔlnLF/lnHF が Finishers と比較して有意に低値を
示し，遠泳時のリスクファクター指標の一つとして
有用である可能性が示唆された．


